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ごあいさつ

本日ここに「京都フィロムジカ管弦楽団」定期演奏会を開催するにあたり、ご多用にも拘わらず、多数の方々のご来場を

いただきまして、誠にありがとうございます。

この定期演奏会も、メンバー諸君が仲間と貴重な、しかも楽しい音楽経験を積み重ねて、はや第 30回 目となりました

今回の演奏会は第 5、 10、 23回で指揮して下さいました、池田 俊氏をお迎えし、先生のご指導のもと、ますます努力と研

鑽を積み重ね、魅力あふれる交響曲を抜露してくれるものと期待致しております。

本国の聴き所は、安部幸明作曲の交響曲第 1番です。安部幸明先生は 1911(明治 44)年 9月 1日広島県に生まれ、今年

生誕 100年にあたりま丸 交響曲第 1番は1957年に文部省芸術選奨を受賞された作品で九 先生は京都にもなじみが深く、

当日学礎財轄 の西隣りにありました京都市立音楽短期大学教授を務めていらつしゃいました。今は「制 になっていま

す校庭を、散策していらしたお姿が私にl■
l懐かしく思い出され、今回の演奏を大変楽しみにしています。

最後になりましたが、「京都フィロムジカ管弦楽団」の為に、物心両面にわたるご支援を賜りました会員の皆様方をはじ

め、ご指導下さいました先生方に厚く御ネL申 し上げますと共に、定期演奏会のますます錢 展を祈りまして、理 とさせ

ていただきます。

京都フィロムジカ管弦楽団顧問  和田之宏

「ドレミファソラシド」のなかのソの音を属音といいます。このソの音はとても重要な音で、音楽の調性を支配していま

す。調の覚え方で便利なのが五度圏 (ごどけが なのでここで紹介しまし́ょう。時計の針の 12時をハ長調とすると、 ドレ

ミファソと五つ数えて五番目にソが来ます。ここが 1時で卜長調 (♯ひとつ)、 さらにソラシドレと五つ数えて五番目はレ

が来るのでここが2時で二長調 (♯ふたつ)です。逆に12時からドシラソファと五つ戻ると五番目はファです力乳 ここが

11時でへ長調 (♭ ひとつ)と言つた具合です。これを続けると時計の文字盤に12音すべてが乗つかりますもこれが五度圏

です。

私たちはさまざまな調性の音楽を演奏します。一由のなかでも日まぐるしく転調する曲も取り上げます。そんななかで、

今自分が出している音が何調の何の音かを全員がきちんと把握しています。どんな音程が美しく響くのか、音量バランスは

どうすれ|力 いヽの力:練習で細かく吟味しています。きょうの演奏にそんな配慮をくみとつていただければうれしいです。ど

うぞ最後までごゆっくりお楽しみくださしヽ

京都フィロムジカ管弦楽団団長  長岡武志
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お客様へのお願い

´―誰もがより楽しめる音楽会にするため|ミ 皆様のご協力をお願いいたt/1す―

・携帯電話・アラーム付腕時計など音の出る機器の電源は必ずお切り<ださい。

・演奏中の私語は固<お断りいたします。

・客席では 喫煙、写載 許可のない録音・録画は固<お断りいたします。

・補聴器が異常音を発することがございます。a鯛 の方はご注意願います。

・演奏中の客席へのご入場は固くお断りいたします。

・「咳エチケット」にご協力ださい。咳、<しゃみがこらえられないときは、ハンカチやタオル等

で□と鼻をおおうよう、お願いいたします。なおt演奏中の「のど飴」の使用|よ 開封の音が

かえつて周囲のお客様のご迷惑になりますので、ご遠慮願います。

・演奏者が音を出していな<ても音楽が続いている場合がありますので、物音をお立てにならな

いよう、ご注意<ださい。
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指揮者

池田 俊 Gヽけだ しゅん)

兵庫県西宮市生まれ、大阪音楽大学において指揮法を研鑽、トラ

ンペットを斉藤広義氏に師事。

卒業後、大阪フィノ″ ―ヽモニー交響楽団からのオファーを受け入

団。在団中ドイツのデ トモル ト国立音楽大学へ留学:指揮法、室内

楽、トランペットを学び、再び大阪フィルに首席奏者として迎えら

オしる。

大阪シュベルマー金管アンサンブルのコンサー トにおいて指揮

とトランペットを兼ね[奨励賞][本賞]を受曳

1995年、大阪フィルを退団し本格的に指揮活動に入る。

1997年、ブリスベン国際ブラス・フェスティノウレに招かれ、クイ

ンズランド音楽院でのマスター・クラスでオーケストラに関する演奏法やソロの指導と共にコンクールの審査も務める。

1998年、関西フィ′L/ハ~モニー管弦楽団と共に [池田俊 指揮者デビュー・コンサー ト]を開催し、「豊かな音楽 l■

を持つ才能ある指揮者 !」 と絶賛され、P申戸つ子]のブルーリボン賞候補に指揮部門でノミネー トされる。

2001年、ブルガリア国立室内オーケストラを指揮し好評を得る。

2004年、ブルガリアに渡欧し、第 1回ワークショップにおいてブルガリア国立ソフィアフィルを指揮しディプロマを

授軌

2009年、ウクライナのキエフ(リ ーセンコホーノL/1においてウクライナ国立交響楽団を指揮し、スタンディングオベー

ションを受ける。

また関西フィル、大阪交響楽団、広島交響楽団、奈良フィノレ ―ヽモニー管弦楽団、エウフォニカ管弦楽団、ウインド

カンパニー管楽オーケストラ等で指揮Э近年は大阪市音楽団からも招かれている。

アマチュアの分野においては京都フィロムジカ管弦楽団、橿原交響楽団、墨染交響楽団、人尾フィノ″ ―ヽモニー交響

楽団、立教大学交響楽団、西宮市吹奏楽団、その他等で客演指揮者として招かれている。

現在はプロ、アマを問わない多彩な指揮活動を行い、特にアマチュアのオーケストラや吹奏楽団などからは演奏向上

に力を注いでいる「下町の名指揮者」として評価を受けている。

日本指揮者協会会員

高知大学交響楽団 (常任指揮者)

香芝シティ室内オーケストラ (専任指揮者)

JAPANアカデミー・ トランペットアンサンブル指揮者 (音楽監督)

奈良教育大学非常勤講師
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各種旅行会社 (JTB・ 日本旅行 etc)国 内 。海外
パンフレット取扱い可能 ||

他にもスホ
・―ツ・音楽合宿、スキー旅行、団体旅行 1)

取 り扱ってお ります。

:鮮鷲驚棺亀束鵬棘   | 〒∞z囃

印刷のことなら

地 社

TEL:075-351-0405      1   京都市上京区河原町荒神口上ルニ筋目東入ル

http://www.net―■eeway.cOm      l       TEL(075)231-1727Q
担当 藤 田 珠里

FAX(075)256-4604
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マスネの管弦楽組曲第 3番『劇的風景』は着想を得たシェークスピアの濠J名 が楽譜に明記されているが、この『絵

のような風景』にはそのような説明は書かれていない。文字通 り、絵が思い浮かぶごとく情景描写がなされた音

楽、ととらえるのが良さそうだ。組曲は4曲で構成される。

第 1曲は『行進曲』と題されている。ただし、厳めしい行軍のイメージとは程遠い、可愛らしい音楽だ。子供

の夢の中でおもちゃの兵隊たちが一歩一歩ゆっくりと歩いている様が連想される。軍隊ラッパが吹き鳴らされる

が、これもまたおもちゃのように可愛らしい。

第 2曲は『バレエの雰囲気で』。金管楽器をホルンも含めてすべて体ませた簡潔なオーケス トラが軽やかなス

テップを踏む。この曲の主役はチェロで、哀愁を帯びた旋律を艶やかに歌 う。打楽器で唯一 トライアングルが用

いられてお り、この楽器の輝かしくもひそやかな音色が音楽に程好い埋めきを与える。打楽器出身の作曲家マス

ネの本領が発揮された見事なオーケス トレイションだ。

第 3曲は『アンジェラス (お告げの祈 り)』。この曲の題名を「タベの鐘」と訳しているのを見ることがあるが、

それは誤訳であろう。曲のイメージの根幹にかかわることなので題名について少 しこだわつておきたい。『アン

ジェラス (Angelus)』 とはカ トリック教徒が朝・昼。夕の 3度、毎日行 う祈 りのことである。祈 りの文言が「Angelus

DOmini… Jで始まる受胎告知を賛美する内容であることから、この祈 りをヨーロッパ語圏では「AngelusJ、 日

本では「お告げの祈 りJと 呼んでいる。さらに、Angelusの 時刻になつたことを知らせる教会の鐘の音をもAngelus

と呼ぶようになつた。したがって Angelusは一 日に 3度あるのだから「タベ」に限定するのはおかしなことだが、

ミレーの名画『L'Angelus』 が『晩鐘』の邦題で有名になったことから、Angelusに 「タベ」のイメージがつい

てしまったのだろう。 ミレーの『L'Angelus』 は夕景が描かれているので夕亥1の 「お告げの祈 りJの風景である

ことに誤 りはなく、「三井の晩鐘」 (大津市 。園城寺)は じめ日本人の郷愁を呼び覚ます言葉 「晩鐘」とも良く響

きあう画風である。 しかしだからといって、マスネの『Angelus』 を夕刻の情景と解する必要はない。この曲中

では鐘の音色が模倣されるが、これらは大きく見れば曲の前半、中ほど、終盤、の 3箇所で鳴らされており、朝・

昼 。夕の 3度の鐘を表現 していると見ることもできる。そうするとこの曲は、祈 りで明け祈 りで暮れる庶民のつ

つましい一日の生活を描いた作品、と取れるのではないだろうか。なお、鐘の音はホルンの強奏に弦のピッツィ

カー トを重ねて表現される。ホルンだけでは打撃音の鋭さが表現しきれないから、ピッツィカー トを重ねたのだ

ろう。ただし、曲の中ほどで聞かれる鐘の音にはピッツィカー トが重ねられず、どこか遠くから聞こえてくるよ

うなホルンの音のみで鐘が表現される。朝と夕の鐘は教会に近い村の中で聞いているのに対し、正午の鐘は村か

ら離れた畑で聞いているのだろうか、など想像が膨らむ。やはリマスネのオーケス トレイションは見事だ。

第 4曲 は『ボエームの祭 り』。ボエームの文字どお りの意味はボヘ ミア (現在のチェコ)の人々のことである

が、非定住の民族がこの地域から来た、との俗説から、ロマなど移動型の民族を指すことがある。流浪の民とし

ての「ボヘ ミアン」は、根無し草として蔑視される反面で、権力におもねらぬ人々というある種の敬意をも持た

れていた。マーラーが自らを「ボヘミアン」と称したことや、極貧の生活の中でも誇 りを失わない芸術家たちを

描いたプッチーニのオペラ『ボエーム』はそのことを示す好例だ。マスネのこの曲も、洗練とは程遠い野卑で力

強いリズムとともに、誇 り高い輝かしさが満ち溢れている。ロマの音楽はオスマン帝国の軍楽隊の影響を受けて

いたためか、この楽章から倍加 された トランペットの荒々しいファンファーレで始まる。また、中間部はヨーロ

ッパで広く見られる民族楽器のバグパイプを街彿とさせる野太い音色で歌われる。

安部幸明/交響 曲第 1番

多楽章形式の管弦楽作品、という点はマスネの管弦楽組曲と同じなのだが、この作品を安部は敢えて『交響曲』

と題 した。ベー トーベンが音楽史に君臨する傑作交響曲群を書いて以降、「交響曲Jと いうジャンルは管弦楽曲

の中でも特別な重みをもつものとなつた。「交響曲Jは、起 (第 1楽章)承 (遅い楽章)転 (舞 曲風の楽章)結

(フ ィナーレ)と いう簡潔にして効果的な配列による楽章構成を持ち、各々の楽章はソナタ形式など反復 。対比
`

変化を基調とするクラシック音楽が生み出した形式美を備えており、しかもそれぞれの楽章が調性や構成要素の
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第 3楽章 :再びテンポの速い荒々しい音楽となる。半音階の上昇や加速するようなリズムなど、他作品にも使

用した安部お好みの要素がふんだんに盛 り込まれる。この楽章ではオーケス トレイションの見事さがとりわけ際

立つ。たとえばスルポンティチェロの多用だ。スルポンティチェロとは弦楽器から金属的な硬い音を出す特殊奏

法 (と いつても、駒寄りに弓を当てて弾くという簡単なもの)だが、これを取 り入れることで音色の絵具を増や

しているのだ。この曲の楽器編成は近代以降の音楽としては異例なほどシンプルで、得体の知れない特殊楽器を

投入して奇をてらうことはない。しかしながら、こうした特殊奏法を効果的に取 り入れることで特殊楽器の音に

慣れてしまった現代人の耳にも斬新な音響が届くのである。あるいは譜例 4の ように、フライング気味に突入し

たオーボエをフルー トの下降音型が引き継ぐ部分がある。この動機の主役はあくまでもフルー トの華やかな音色

であるが、冒頭だけをオーボエの硬質な音で吹くことによつて、アタックが弱いというフルー トの弱点を克服し

ているのだ。オーボエ奏者がこの部分をどんなにしつかり吹いてもオーボエの音が聴衆に識別されることは絶対

に無い。しかしながらフルー トの下降音型が聴衆にきらびやかに届いたとき、それはオーボエ奏者がしっかりと

仕事をしたことの証左となる。各々の楽器が引き立て合って全体の響きを作る、という、まさに究極のオーケス

トレイションと言えよう。

譜例 4 第 3楽章 (一部 ) Picc.Fl.

このような独創的な交響曲を書いた安部は 1911年 広島生まれ。この作品は彼が40歳代に作曲した作品で、

壮年期の作曲家の野心的な創作意欲と円熟した技法とが避逓 した奇跡的な傑作だ。彼はその後、多くは作品を発

表せず、京都市立芸術大学の初代音楽学部長に就任するなど、作曲家としてよりもむしろ教育者として活躍した。

亡くなつたのは2006年 で、作曲家としての評価はこれから高まってくるものと期待される。

なお、スコア (総譜)が 出版されているのにもかかわらず、パー ト譜が入手できないという予想外の事態に直

面。やむなく我々は、許可を得て各自手書き (手書きと言つても多くの団員はパソコン入力で作成 したが)でパ

ー ト譜を作成 した。このパー ト譜は今回の演奏会のためだけに特別に作らせてもらつたものなので、演奏後は破

棄しなければならない。非常に魅力的でありながらも何故かほとんど演奏されない作品が世の中には数多く存在

するが、その理由がこのような実にくだらない事情であることは少なからずある。

ラロ/交響曲 卜短調

同じ「交響曲」でも、安部の交響曲が定石からの逸脱の大胆さに大きな魅力があつたのと比べると、ラロの交

響由は「交響曲」の理想形を徹底的に追求した作品だ。中間にアダージョ楽章とスケルツォ風の楽章を配した4

楽章構成で、しっかりとした形式美を備えた各楽章の充実ぶりは、特殊楽器を一切使用しない簡潔な楽器編成と

も相まって、ほぼ同時代の作曲家 。ブラームスの交響曲以上に古典的だ。作曲者ラロのパ リ音楽院時代の師フラ

ンソワ=ア ントワーヌ・アブネックは20年間に183回のコンサー トでベー トーベンを指揮したといわれるほ

どベー トーベンに傾倒 した人物だつたが注2、 そ ぅした師からベー トーベンの交響曲の素晴らしさを徹底的に叩き

込まれたことは想像に難くない。この交響曲はラロ晩年の作品だが、人生の終幕にあたり越え難い巨峰であるベ

ー トーベンの交響曲に挑もうと奮戦する老作曲家の姿が浮かんでくる。同時に、「卜短調」とい う調性からは、

もう一人の巨星 。モーツァル トを連想 しないわけにはいかない。 41番まであるモーツァル トの交響曲のうち、

短調の作品はわずかに 2曲 、しかもその 2曲 ともが 卜短調だ。 卜短調という調性は短調の中でもとりわけ不快な

苦しさに満ちたものとされる反面、弦楽器が鳴 りやすいので重宝されてきた歴史があるそうだが注3、 モーツァル

トによつてさらに新たなイメージが付加 された。慄然とさせられるような厳 しさに満ちた 25番、憂いと慟哭が

芸術的な高みに昇華した音楽史の至宝 40番、 卜短調という調性で交響曲を書くということは、モーツァル トの

Ob.
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譜例 フ 第 4楽章 (一部 )

このようにラロが生涯の終幕に挑んだ交響曲は、古典的交響曲の伝統にフランス音楽的技法とスペイン的

な気質が盛 り込まれた異色の傑作となった。にもかかわらず、ラロの作品で演奏されるのは『スペイン交響

曲』ばかり (他 には『イスの王様』序曲が若干演奏される程度)で、そもそもラロにソロを伴わない『交響

曲』が存在すること自体全くと言つていいほど知られていない (僕 自身、コントラバスの藤井君がこの曲を

推薦するまで知らなかつた)。 今回の僕たちの演奏は、おそらく日本初演になると思われる。確かにヴィル

トーゾたちを満足させるヴァイオリンの超絶技巧という点で『スペイン交響曲』は素直に「凄いJと 感 じる。

しかしながら、難 しい音楽に真剣に対峙して得られる充足感 という、クラシック音楽を聴く醍醐味は、この

交響曲 卜短調の方がはるかに深いと思 う。今回の僕たちの演奏が、この知られざる傑作交響曲の真価を知ら

しめるきつかけになることを願つてやまない。

注1:毎 日新間2011年 9月 27日 ・朝刊

注2:今谷和徳・井上さつき『フランス音楽史』2010,春秋社

注3:石多正男『交響山の歴史』2006,東京書籍/吉松隆『「運命Jはなぜハ短調で扉を叩くのか? 調性で読み解くク

ラシック』2010,ヤマハミュージックメディア
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京都フィロムジカ管弦楽団「反の会」会員様ご芳名

松村 里香様

杉本 幸子様

安藤 美矢□穂様

遠藤 時金様

鎗本 和弘様

谷□ 佳隆様

吉田 育弘様

吉田 寛子様

西坂 壽美子様

小松 朋美様

鈴木 ―俊様

辻 良治様

西 英子様

浅野 節子様

福田 稔様

金谷 一紀様

岡 喜ス彦様

山本 均様

古川 宏様

竹野 繁也様

市川 寛様

出村 勝正様

河内 尚禾□様

坂□ 尚史様

2002年 4月 に発足しました「反の会」は上記会員の皆様方よりご支援いただいております。(11月現在 )
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,「反の会」会員随時募集中で

フィロムジカの活動を応援して<ださる方を募集しています

【年会費】

【特 典】

1 □ 1,OOO円   【期 間】ご入会いただいた月より1年間

1.期間内の定期演奏会に、 1□ につき 1名様を無料ご招待

2。 その他演奏活動のご案内

3.定期演奏会プログラムヘのご汚名の掲載

お申込み 。入会に関するお間合せ  Tel&Fax 075-605-0123(西 村) E―mail:tomo@kyotophilo.com
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京都フィロムジカ管弦楽団からのお知らせ
い 。
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,第31回定期演奏会や

2012年 6月 3日 (日) 京都府長岡京記念文化会館

リリb/ヾ―ン/『島の歌』

ベートーベン/交響曲第1番

マニャール/交響曲第3番

指揮 :柴 愛

(予0
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,新入団員随時募集中々

～私たちと一緒に演奏は せんか?ますまお気軽に見学にお越し<ださい。 団員一鳳 お待ちしております。～

私たち京都フィロムジカ管弦楽団|よ 近畿のみならず全国各地に在住する国員が週に一度京者剛こ集まり、

力を含わせて活動しています。定期演奏会だけでな<、 アンサンブルなども楽しんでいます。

「一緒に演奏したい !」 という皆様のご参加をお待ちしています。

<募集パート>

ヴァイオリン・ヴイオラ・チェ□・コントラバス (弦楽器急募 !!)

オーボエ・ファゴット・ホルン・打楽器

※管楽器・打楽器はオーディションを行つております。

鰊 習日]ヨ 毎週日曜日 午後1時～午後5時  春と秋に2)白 3日の練習合宿 (大津市内)

儲 場所〕京都芸術センター、および河原町丸太町・荒神□周辺など京都市内各所

臨讃 用〕 活動費 :3,OOO円 /月 合宿費 :15000日程度 演奏会参加費 :2XXЮ～30,OOO円 (学生は半詢

入団・見学に関するお問い合わせ先 E―mail:recruitOkyotophlo。 ∞ m
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京都フィロムジカ管弦楽団ホームページ

http://m―。kyotophlo。∞m/

過去の演奏曲も紹介しております。是非一度ご覧ください。


